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社団法人 全国高等専門学校体育協会マーク
全国高等専門学校体育協会マーク

手は技術を表わす。

手を開いた親指の部分を首、他の4本を翼にして、鳩を表徴して

いる。

鳩は平和と共に伝書鳩の速力と正確さを表徴する。

下の楕円は大地を意味し、技術がしっかりと地についたものであ

ることを求める。

心、技、体の 3つが立派に調和した姿を青年諸君に強く期待する。

私はこのような心持でこのマークを作ったのである。

昭和42年盛夏              赤 澤 鉱太郎

作家のご紹介

元 京都高等工芸学校助教授
元 京都市染色試験所図案部長
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財団法人 日本バドミントン協会

会 長 櫻 内 義 雄

このたび、第22回全日本高等専門学校バドミントン選手権大会が、八王子

市民体育館で開催されますことは誠に喜ばしいかぎりであります。

全国各地の予選を勝ち抜かれ、晴れの代表として出場された選手諸君はこ

れまでたゆまぬ練習をつまれ、本大会を目指してこられたものと推察いたし

ます。日頃の成果を存分に発揮され、正々堂々と、全力を尽くし、輝かしい

成績を挙げられることを期待しております。

本大会は競技技術の向上はもとより、心身の成長を培い、健全なスポーッ精神を養う場でもあり

ます。勝敗のみにこだわることなく、この大会を機に、高等専門学校相互の親睦や交流がよリー層

深められ、さらに、本大会で得られた友情や交流の経験が今後の諸君の人生の中で生かされること

を願ってやみません。

おわりに、本大会の開催にあたりご尽力をいただきました関係者の皆様に深く感謝の意を表しま

すとともに、本大会の今後のご発展を心からお祈り申し上げまして挨拶といたします。
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社団法人 全国高等専門学校体育協会

会 長 斉藤 正三郎

このたび、日本の情報の発進地で日本の中央に位置するここ関東信越を

担当地区として開催されます第33回全国高等専門学校体育大会に、全国62

校の高等専門学校を代表する学生諸君が集い、盛大なる若人の祭典が開催

される運びとなりましたことは、誠に喜びにたえません。

木更津工業高等専門学校を担当校とし、同校ならびに茨城工業高等専門

学校、小山工業高等専門学校、群馬工業高等専門学校、東京工業高等専門

学校、東京都立航空工業高等専門学校、育英工業高等専門学校、神戸市立工業高等専門学校の8校

を開催校として行われるこの大会に、全国8地区の予選を勝ち抜いて出場の栄誉を得られた諸君が、

14種 目の競技において日頃の鍛錬の成果を余すことなく発揮され、正々堂々全力を尽くして健闘さ

れるとともに、競技を通じて相互の友情を深められることを期待してやみません。

本大会の目的は、高等専門学校教育の一環として、学生に広くスポーツ実践の機会を与え、技術

の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚をはかり、心身ともに健康な学生を育成し、加えて高等専

門学校相互の親睦をはかることにあります。

諸君ひとりひとりはこの大会の目的を念頭におかれ、高等専門学校の学生として、またスポーツ

マンとしてふさわしい節度ある行動のもとに、所期の目的を達成されますよう切望いたします。

終わりに、本大会の開催に当たり、並々ならぬご尽力をいただきました各競技開催校の関係各位

に深く感謝いたしますとともに、ご後援くださいました文部省、日本体育協会、茨城県、栃木県、

群馬県、千葉県、東京都、ひたちなか市、水戸市、小山市、栃木市、前橋市、木更津市、千葉市、

市原市、白子町、八王子市、府中市、神戸市をはじめ多数の関係機関、関係団体、またご協力くだ

さいました多くの皆様に対し厚く御礼申し上げます。
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祝 辞

文部大臣 町村 信孝

第33回全国高等専門学校体育大会が、全国から多数の選手役員の参加を得

て、盛大に開催されるに当たり、一言お祝いの言葉を申し上げます。

近年、国民のスポーツや健康に対する関心がとみに高まっており、本大会

に参加された選手皆さんも、日ごろからスポーツに親しみ、充実した学校生

活を過ごされていることと思います。このことは、皆さんが生涯にわたって

スポーッを愛好し、明るく活力に満ちた生活を送られる上で誠に有意義なこ

とであり、今後の人生においても貴重な体験となることでしょう。

本大会は、スポーッを通じて心身ともに健康な学生の育成と相互の親睦を図ることを目的として

開催される、我が国の高等専門学校における体育の一大イベントであります。

選手の皆さん、どうか各競技において日ごろ鍛えられた力と技を存分に発揮し、フェアプレーの

精神で、はつらつとした競技を展開してください。そして全国各地から集まった仲間との交流を深

められるとともに、たくさんの良き青春の思い出をつくっていただきたいと思います。

終わりに、本大会の開催に御尽力された関係の皆様に深く敬意を表しますとともに、本大会が今

後ますます発展していくことをお祈りして、お祝いの言葉といたします。

(このプログラムは、平成10年 7月 24日現在で作成したものです。)
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第33回全国高等専門学校体育大会

実行委員長 山田 勝兵

このたび、全国の高等専門学校62校を代表する2,()(Ю名を超える選手諸君

をここ関東信越地区にお迎えし、第33回全国高等専門学校体育大会を開催で

きますことは、誠に喜びに堪えません。関東信越地区の国公私立各高専及び

担当校を代表して心から歓迎申し上げます。

本体育大会は、茨城 (硬式野球・水泳)、 小山 (テニス)、 群馬 (サ ツカー)、

木更津 (陸上競技・ソフトテニス・柔道・バレーボール)、 東京 (バスケツ

トボール・ハンドボール・バドミントン)、 東京都立航空 (剣道)、 育英 (卓球)の関東信越地区の

7高専に、近畿地区の神戸市立 (ラ グビーフットボール)を加えた計 8高専で開催されます。全国

大会が関東信越地区を中心に開催されますのは平成 4年度に続いてこれで 7回 目となります。

今大会の大会スローガンは、“競え、輝け、若き力"で、若き選手諸君の溌刺とした熱き健闘を期

待しています。

また、大会のシンボルマークは、関東信越地区を背景に、選手が大地を踏みしめ、飛躍して輝く

ことをイメージし、これは参加記念のメダルにも刻まれています。

各地区の予選を経てこの全国大会出場の栄誉に輝いた選手諸君は、日頃の鍛錬の成果を発揮され、

悔いのない競技を展開して、青春時代の思い出の一ページを残していただきたいと思います。

また、この全国大会は、各競技を通じて目的を同じくする全国高専の多くの友人達と交流し、親

睦を深める機会でもあります。

さらには、各競技開催校及び競技会場のある地域は、それぞれ特徴のある環境を持っています。

選手諸君もこの機会に関東信越地区の各地を訪ね、競技への参加とともに、よき思い出としていた

だければ幸いです。

なお、今大会に参加される選手諸君が滞在中は少しでも快適に過ごせるよう、また競技に十分な

力が発揮できるよう、茨城、小山、群馬、東京、東京都立航空、育英、木更津の各高専の学生及び

教職員は努力してきましたが、至らぬ点があればお許しいただきたいと存じます。

最後に、今大会の開催に当たり、多大な御支援、御協力をいただきました関係諸団体ならびに関

係各位に心から感謝申し上げまして、歓迎の挨拶といたします。
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第33 (平成10年度)全国高等専門学校体育大会実施要項

1.開 催 趣 旨
全国高等専門学校体育大会は、高等専門学校教育の一環として、学生に広くスポーツ実践の機
会を与え、技術の向上とスポーッ精神の高揚を図り、心身ともに健康な学生を育成するとともに
高専相互の親睦を図ることを目的として開催する。

ワ

一 主   催
社団法人

財岡法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

財団法人

3.後  援
文部省
(財 )日 本体育協会、(財 )日 本陸上競技連盟、(財 )日 本ソフトテニス連盟、(財 )日本卓球協会、
(財 )全日本剣道連盟、(財 )日本水泳連盟
茨城県、栃木県、群馬県、千葉県、東京都
茨城県教育委員会、栃木県教育委員会、群馬県教育委員会、千葉県教育委員会、東京都教育
委員会 兵庫県教育委員会
ひたちなか市、水戸市、小山市、栃木市、前橋市、木更津市、千葉市、市原市、白子町、人
王子市、府中市、神戸市
ひたちなか市教育委員会、水戸市教育委員会、小山市教育委員会、栃木市教育委員会、前橋
市教育委員会、木更津市教育委員会 千葉市教育委員会、市原市教育委員会 白子町教育委
員会、八王子市教育委員会、府中市教育委員会、神戸市教育委員会
(財 )茨城県体育協会、(財 )栃木県体育協会、(財 )群馬県体育協会、(財 )千葉県体育協会、
(財 )東京都体育協会
ひたちなか市体育協会、(財 )水戸市スポーツ振興協会、小山市体育協会、栃木市体育協会、
前橋市体育協会、木更津市体育協会、千葉市体育協会、(財 )市原市体育協会、白子町体育協
会、人王子市体育協会、府中市体育協会
茨城県軟式野球連盟、栃木県テニス協会、群馬県サッカー協会、千葉陸上競技協会、千葉県
バレーボール協会、千葉県ソフトテニス連盟 千葉県柔道連盟 東京都バスケットボール協
会、東京都ハンドボール協会、東京都バ ドミントン協会、東京都剣道連盟、東京都学校剣道
連盟、日本卓球協会、杉並区卓球連盟
朝日新聞社、読売新聞社、毎日新聞社、日本経済新聞社、日刊工業新聞社、日本工業新聞社、
下野新聞社、上毛新聞社、千葉日報社、文教ニュース社

4.担 当 地 区  関東信越地区

b 当 校  木更津工業高等専門学校
′
υ 催 校 小山工業高等専門学校

木更津工業高等専門学校
東京都立航空工業高等専門学校
神戸市立工業高等専門学校

平成 10年 8月 8日 (土 )・ 9日 (日 )(但 し、ハンドボールは8月 1日 (土 )～ 2
日(日 )・ テニスは8月 5日 (水 )～ 7日 (金 )・ バスケットボールは8月 6日 (木 )
～7日 (金 )・ サツカーは8月 8日 (土 )～ 11日 (火 )‐卓球は8月 9日 (日 )～ 10日
(月 )・ 水泳は8月 10日 (月 ))

担

　

開

全国高等専門学校体育協会
日本バスケットボール協会
日本バレーボール協会
全日本柔道連盟
日本サッカー協会
日本ラグビーフットボール協会
日本ハンドボール協会
日本テニス協会
日本バ ドミントン協会

茨城工業高等専門学校、
群馬工業高等専門学校、
東京工業高等専門学校、
育英工業高等専門学校、
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平成11年 1月 4日 (月 )・ 5日 (火 )・ 7日 (木 )・ 9日 (土 )
(冬季は、ラグビーフットボールのみ)

8.競技種日・競技日程・競技会場・競技開催校 別紙一覧表のとおり

9。 大会事務局

第33同全国高等専門学校体育大会事務局を、木更津工業高等専門学校内に置く。

各種目ごとの事務局は当該競技開催校に置く。

10.競 技 方 法 各種目別競技要項による。

11.参加資格及び参加人数
全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成6.3.29総会)及び各種目別競技要項に
よる。

12.表   彰
全国高等専門学校体育大会開催規則 (制定 平成6.3.29総会)及び各種目別競技要項に
よる。

13.参加甲込方法  各種目別競技要項又は各種目毎に定めた方法による。

14.競技の組合せ  各種目別競技要項又は各種目毎に定めた方法による。

15,選 手 の変 更  各種目別競技要項又は各種目毎に定めた方法による。

16.開 会式及び閉会式
(1)総合開会式は実施しない。
(2)種目別開会式及び閉会式については、各種目別競技要項又は各種目毎に定めた方法によ
る。

17.打合せのための時間
競技種別において必要がある場合は、試合開始前、打合せのための時間を設けることができる。

18.分担金及び参加料
(1)分担金
分担金は、 1校当たり225,000円 とし、別途、社団法人全国高等専門学校体育協会事
務局から請求書が送付されるので、それにより社団法人全国高等専門学校体育協会事務局
に納付する。
(2)参加料
ア.団体戦は 各種目別競技要項記載の金額とする。 1チーム当たりの金額は、「1,500
円×最大登録選手数」により積算する。 (ただし、ラグビーフットボールは 1チーム当
たり3,000円 とする。)
イ.個人戦は、選手 1人当たり1,500円 とする。
ウ.団体戦に参加した選手が個人戦に参加する場合は、重複して参加料は徴収しない。
工.納付は、各種目別競技要項又は各種目ごとに定めた方法による。
なお、既納の参加料は返還しない。

19.宿  舎  宿舎の斡旋を希望する学校には、競技開催校で斡旋する。

20.その他
(1)選手の競技中の事故については、主催者側で応急処置を施すが、その後の処置は当該校
で行うこと。
(2)選手は、必ず健康保険証又はそれに代わるものを持参すること。
(3)日 本体育・学校健康センターの災害共済給付金の請求に使用する所定の用紙を各学校で
持参すること。
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大 会 役 員

名 誉 会 長

(助日本バレーボール協会会長

(助全 日本 柔 道 連 盟 会 長

0日 本 サ ツカー協 会会長

(助日本ハンドボール協会会長

(助日本 テ ニ ス 協 会 会 長

(助日本バ ドミントン協会会長

官城工業高等専 門学校長  斉 藤

勉

光

郎

功

郎

雄

一
　

　

一

行

俊
　
　
喜

義

井

納

野

倉

田

内

牟

村

嘉

岡

米

中

櫻

Eヨ

すて〈
ム

正三郎

神戸市立工業高等専門学校長

茨城工業高等専門学校長

群馬工業高等専門学校長

東京工業高等専門学校長

長野工業高等専門学校長

都立工業高等専門学校長

(助 日本ハンドボール協会副会長

(助 日本ハンドボール協会副会長

(助 日本 テニ ス協会副会長

(助 日本 テニ ス協会副会長

(助 日本バドミントン協会副会長

(助日本バドミントン協会専務理事

文 部 省 高 等 教 育 局 長

(助 日 本 体 育 協 会 会 長

(助全 日本 剣 道 連 盟 会 長

(助 日本サ ッカー協会副会長

(助 日 本 水 泳 連 盟 会 長

茨  城  県  知  事
群 馬 県 知 事

東 京 都 知 事

澤

原

條

口

貫

八

中

市

西

山

綿
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バ
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直

正

之
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英
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安
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橋

小

青

育英工業高等専門学校長

小山工業高等専門学校長

木更津工業高等専門学校長

長岡工業高等専門学校長

都立航空工業高等専門学校長

フランス″ヽンドリックス

山 口
山 田

イヽ  サ||

羽  生

三

兵

二

昭

淳

勝

正

隆

(財)日 本ハンドボール協会副会長

(助日本ハンドボール協会専務理事

(助日本 テニ ス協 会副 会長

(助 日本バドミントン協会副会長

側1日 本バドミントン協会副会長
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・
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(助栃 木 県 体 育 協 会 会 長

(齢千 葉 県 体 育 協 会 会 長

(財)水戸市スポーツ振興協会理事長

栃 木 市 体 育 協 会 会 長

木 更 律 市 体 育 協 会 会 長

(助市 原 市 体 育 協 会 会 長

八 王 子 市 体 育 協 会 会 長

栃 木 県 テ ニ ス協 会 会 長

千 葉 陸 上 競 技 協 会 会 長

千葉県ソフトテニス連盟会長

東京都バスケツトボール協会会長

東京都バ ドミントン協会会長

東京都学校剣道連盟会長

杉 並 区 卓 球 連 盟 会 長

秋 田工業高等専門学校長

舞鶴工業高等専 門学校長

弓削商船高等専 門学校長
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0茨 城 県 体 育 協 会 会 長

(財)群 馬 県 体 育 協 会 会 長

働東 京 都 体 育 協 会 会 長

ひたちなか市体育協会会長

小 山 市 体 育 協 会 会 長

前 橋 市 体 育 協 会 会 長

千 葉 市 体 育 協 会 会 長

白 子 町 体 育 協 会 会

府 中 市 体 育 協 会 会

茨城県軟式野球連盟会

群馬県サ ツカー協会会

千葉県バレーボール協会会

千 葉 県 柔 道 連 盟 会

東京都ハンドボール協会会長

東 京 都 剣 道 連 盟 会 長

日 本 卓 球 協 会 会 長

苫小牧工業高等専門学校長

鳥羽商船高等専門学校長

米子工業高等専門学校長

北九州工業高等専門学校長

②日本テニス協会専務理事

忠

夫

正

道

木

堀

松

新

長

長

英

郎

亮

佳

二
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山

田

渡

景

飯

長 山 口
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木更津工業高等専門学校長 山 田 勝 兵

副 委 員 長

茨城工業高等専門学校長

群馬工業高等専門学校長

長岡工業高等専門学校長

都立航空工業高等専門学校長

神戸市立工業高等専門学校長

木更津工業高等学校教務主事

小 山工業高等専 門学校長

東京工業高等専 門学校長

長野工業高等専 門学校長

都立工業高等専 門学校長

育英工業高等専 門学校長

木更津工業高等専門学校学生主事
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茨城工業高等専門学校学生主事 鶴
群馬工業高等専門学校学生主事 水
長岡工業高等専門学校学生主事 久
都立航空工業高等専門学校学生主事 芝
神戸市立工業高等専門学校学生主事 藤
茨城工業高等専門学校体育主任 添
群馬工業高等専門学校体育主任 櫻
東京工業高等専門学校体育主任 古
長野工業高等専門学校体育主任 塚
都立工業高等専門学校体育主任 古
育英工業高等専門学校体育主任 横
茨城工業高等専門学校事務部長 本
群馬工業高等専門学校事務部長 廣
東京工業高等専門学校事務部長 松
長野工業高等専門学校事務部長 嶋
都立工業高等専門学校事務室長 山
育英工業高等専門学校事務部長 平

小山工業高等専門学校学生主事

東京工業高等専門学校学生主事

長野工業高等専門学校学生主事

都立工業高等専門学校学生主事

育英工業高等専門学校学生主事

小山工業高等専門学校体育主任

木更律工業高等専門学校体育主任

長岡工業高等専門学校体育主任

都立航空工業高等専門学校体育主任

神戸市立工業高等専門学校体育主任
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小山工業高等専門学校事務部長

木更津工業高等専門学校事務部長

長岡工業高等専門学校事務部長

都立航空工業高等専門学校事務室長

神戸市立工業高等専門学校事務室長
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第 33回全国高等専門学校体育大会一大会本部―

担当校 :木更津工業高等専門学校

競 技 種 日 競 技 日 程 競 技 開 催 校 競 技 会 場

睦t    L   土土   ++
にに|   _L^   BR   `:え .

平成10年

8月 8日 (土 )
木更津工業高等専門学校

千葉県総合運動場陸上競技場

千葉市稲毛区天台町 285

バスケットボール
平成10年
8月 6日
8月 7日

■一
4｀

金

東京工業高等専門学校
府中市立総合体育館

府中市矢崎町5-5

バ レ ー ボ ー ル
平成10年
8月 8日 (土
8月 9日 (日

木更津工業高等専門学校
千葉ポートアリーナ

千葉市中央区問屋町 1-20

ソ フ トテ ニ ス
平成10年

8月 8日 (土 )
8月 9日 (日 )

木更津工業高等専門学校
サニーインむかい

千葉県長生郡白子町中里 4369

卓 球

平成10年

8月 9日
8月 10日

日

月

育英工業高等専門学校

駒沢オリンピック公園総合

運動場体育館

世田谷区駒沢公園 1-1

イ・
:イく 道

平成10年

8月 8日 (土 )
木更津工業高等専門学校

市原市中央武道館

市原市能満 1471-1

貪」 道
平成10年

8月 8日 (土 )
都立航空工業高等専門学校

東京武道館

足立区綾瀬3-20-1

硬 式 野 球

平成10年

8月 8日 (土 )

8月 9日 (日 )

茨城工業高等専門学校

A会場 :ひたちなか市総合運動
公園市民野球場

ひたちなか市馬渡605-9
B会場 :ひたちなか市那珂湊運
動公園第一野球場

ひたちなか市阿字ヶ浦町552-40

サ ツ カ

平成 10年

8月 8日 (土 )～

8月 11日 (火 )

群馬工業高等専門学校

A会場 :県営競技場内サ ッ
カー・ラグビー競技場
B会場 :県営競技場内陸上競技
補助グランド

前橋市敷島町

“

ラグビーフットボール

平成11年

1月 4日 (月 )・
5日 (火 )・ 7日

(木 )・ 9日 (土 )

神戸市立工業高等専門学校
神戸総合運動公園陸上競技場

神戸市須磨区緑台

,,\ 7 f^:ji - lt,
平成 10年
8月 1日
8月 2日

土

日

東京工業高等専門学校
駒沢体育館・駒沢屋内球技場

世田谷区駒沢公園 1-1

ア ス

平成10年

8月 5日 (水)～
8月 7日 (金 )

小山工業高等専門学校
栃木市総合運動公園

栃木市川原町 760

バ ド ン ト ン
平成 10年
8月 8日 (土 )
8月 9日 (日 )

東京工業高等専門学校
八王子市民体育館

八王子市台町2-3-7

水 ヤ水
平成 10年

8月 10日 (月 )
茨城工業高等専 門学校

水戸市青柳公園市民プール

水戸市水府町 864

― ll―



第33回 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

第22回 全日本高等専門学校バドミントン選手権大会



歓迎のことば

東京都バ ドミントン協会

会 長 清 水 務

この度、第22回全国高等専門学校バ ドミントン選手権大会が東京・八王

子市民体育館に於いて、全国から予選を勝ち抜いた選手の皆さんや、監督、

役員の方々をお迎えして盛大に開催されますことは、誠に喜ばしく心より

歓迎申しあげます。

本大会は、全国の高等専門学校でバ ドミントンを愛好する皆さんが一堂

に会する最大のイベントであり、日頃の練習を通して習得した技術を発揮

する場であるとともに互いの親陸と友好を深める又とない機会であります。

どうか選手の皆さん、厳しい暑さの中ですがさわやかに競技をして下さい。そしてこの大会に集

まった全国の仲間と友情の輪をひろげ、青春の良き思い出となることを期待してやみません。当協

会では小、中、高校生からの一貫した選手強化は申すに及ばず、一般、家庭婦人や職場のスポーツ

としてのバドミントンの普及発展を図り、健康で豊かな心身づくりに努力しているところでありま

す。

終わりに、本大会の成功と今後の発展を心より祈念申し上げますとともに、開催にあたりご尽力

をいただきました関係各位に厚く御礼申し上げ歓迎のあいさつといたします。

選手の皆さん、せいいっぱいがんばって下さい。
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東京工業高等専門学校

校 長 松本 浩之

第22回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会が八王子市のご協力

により当地で開催される運びとなりましたことは誠に喜びに堪えません。

本競技の主幹校をおおせつかっている東京高専校長として、各地の予選

を経てこの全国大会出場の栄誉に輝いた選手諸君を心から歓迎いたします。

選手諸君は、勉学のかたわら、自らの意志で心身の鍛練に励まされて来

たことに対して敬意を表したいと思います。現状での自分の意志の力、体

力の限界を知り、また、仲間を信頼し、信頼される協調の精神、チームワークの力を知ることは、

皆さんの将来にとって大きな糧となると信じています。単に勝負にこだわらず、フェアープレイの

精神で日頃の成果をあますことなく発揮され悔いのないように競技を楽しみ、更に各高専の多くの

友人たちとの親睦を深め、青春時代の思い出の一ページとしていただければと思います。

終わりに、本大会を開催するに当たり多大のご支援を賜った、東京都バ ドミントン協会、八王子

市バ ドミントン連盟をはじめ、関係諸団体および役員各位に深く感謝申し上げ、歓迎のご挨拶とい

たします。
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立上

L兄兄

8月 7日 (金)17:00～

八王子市民体育館

8月 8日 (土)9:00

9:15～

9:30～

代表者会議

開  場

開 会 式

競技開始 団  体  戦

男子個人戦複

女子個人戦複

8月 9日 (日 )9:00～

9:30～

開  場

競技開始 男子個人戦単

女子個人戦単

式

ア̂ヽ

8選  手  退

競技終了後  閉 会 式

式 典 次 第

曰自  △  +
|オ」 ア、  工ヽ
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:lFil           ::1::、

           :l!へ′

整1選 手 整 列

2開 式 の と ば

3開 会 宣 言

4開 会 の こ と ば

5歓 迎 の こ と ば

6 優勝楯返還・レプリカ授与

7来 賓 あ い さ つ

8選  手  宣  誓

9競 技 ・ 審 判 上 の 注 意

10閉 式 の こ と ば

11選  手  退  場
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大 役  員

(助日本バ ドミン トン協会会長

(助 日本バ ドミントン協会副会長

(助日本バ ドミントン協会副会長

(助日本バ ドミントン協会副会長

東京都バ ドミン トン協会会長

(lD全国高等専門学校体育協会会長

(助 日本バドミントン協会専務理事

(キD全 国高等専門学校体育協会
バ ドミントン競技専門部部長

東京都バ ドミントン協会副会長

東京都バ ドミントン協会副会長

東京都バ ドミントン協会副会長

東京都バ ドミントン協会副会長

東  京  都  知  事

東 京 都 教 育 委 員 会 教 育 長

0東 京 都 体 育 協 会 会 長

八   王  子  市  長
八 王子 市教 育委 員 会教 育長

八 王 子 市 体 育 協 会 会 長

(助 日本バ ドミン トン協会顧問

△
西

大会名誉会長

大会名誉副会長
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阿

(助日本バ ドミントン協会専務理事

東 京 工 業 高 等 専 門 学 校 長

東京都バ ドミントン協会理事長

東京工業高等専門学校学生主事

(19全 国高等専門学校体育協会

バ ドミントン競技専門部委員長

(助日本バ ドミン トン協会理事

(助日本バ ドミン トン協会監事

東京都バ ドミントン協会常務理事

(オD全 国高等専門学校体育協会

バドミントン競技専門部委員
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青 木 栄 次

競 技 役 員

派 遣 理 事  0日 本バ ドミン トン協会理事   浅 岡   武

総 務 委 員 長  東京部バ ドミントン協会理事長   花 岡 牧 夫

総務副委員長 東京工業高等専門学校学生課長

関東 信 越地 区高等専 門学校

バ ドミントン競技専門部委員

東京都バドミントン協会副理事長

東 京 工 業 高 等 専 門 学 校

大 滝 正 史

総 務 委 員

競 技 委 員 長  東京都バドミントン協会競技部長

競技 副委員長 (0全 国高等専門学校体育協会

バ ドミントン競技専門部委員長

競 技 委 員 日召

文 正

知恵子

審  判  長  東京都バ ドミントン協会審判部長

副 審 半り 長  東京都バドミントン協会常務理事

審 判 委 員
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ロ

易局33

第22

ロ 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

全日本高等専門学校バドミントン選手権大会実施要項

平成10年度 (助日本バドミントン協会競技規則並びに本選手権大会実施要項による。

(1)各種日ともトーナメント戦方式により優勝を決定する。

なお、3位決定戦は行わない。

(2)団体戦は 1複 2単とし、複から試合を行う。

また、同一選手が、複・単を兼ねることはできない。

地 区 名 団 体 戦 男子個人戦 女子個人戦

単 複 単 複

北 海 道 lチ ーム 1名 1組 2名 1組
月に    」ヒ 1チ ーム 2名 2組 2名 1組
関東・信越 2チーム 2名 2組 2名 1組
東海・北陸 2チーム 2名 2糸R 2名 2組
近   畿 1チ ーム 2組 2名 1組

1チーム 2名 2組 2名 1組
四    国 1チ ーム 2名 2組 2名 1組
九    州 2チーム 2名 2組 2名 1組
開 催 校 1チ ーム 1々

■ イコ 1組
=■口| 12チ ーム 16名 16組 16名 9組

9 競 技 規 則
10競 技 方 法

-22-

1 主   催 (助 日本バ ドミントン協会・(lD全国高等専門学校体育協会
2 主   管 東京都バ ドミントン協会

(神全国高等専門学校体育協会バドミントン競技専門部

東京工業高等専門学校

3 後   援 文部省、0日 本体育協会、東京都教育委員会、八王子市教育委員会
(助東京都体育協会、八王子市体育協会

4 大 会 期 日 平成10年 8月 8日 (土 )・ 9日 (日 )
5 大 会 会 場 八王子市民体育館

住 所  東京都八王子市台町2-3-7
電 話  0426-25-2305

6 競 技 種 目 団体戦  男子学校対抗
個人戦  男子・女子 各単・複

7 団体戦のチーム構成人員
監督、コーチ、マネージャー各 1名、選手 4～ 8名 とする。

ただし、欠員を生じ3名以下になった場合は失格とする。

8 参 加 資 格 (1)平成10年度 (助日本バ ドミントン協会に登録を完了した者で、学校長が出場
を認めた者。

(2)団体戦、個人戦とも各地区から選抜されたチーム又は選手とし、これに開催

校の出場を加える。

地区割り、選抜数及び開催校出場枠は下記のとおりとする。

2名

中   国



12

113

11 組 合 わ せ 組合わせは、東京都バ ドミントン協会及び本選手権大会実行委員会の責任におい

て、7月 28日 (火)に作成する。

団体戦、個人戦とも第 1位から第 3位 までを表彰する。

団体 1チーム当たり12,∝Ю円、選手 (団体戦出場者を除く)1人当たり1,ⅨЮ円とし、

参加申込みと同時に次の振込口座へ納入すること。なお、既納の参加料は返還しない。

振込口座  金融機関名 山梨中央銀行 めじろ台支店
口 座 種 別 普通預金
口 座 番 号 459492
口 座 名 第33回全国高専体育大会経理責任者  大滝 正史

彰

料■
″

表

参

14 参 加 申込 平成10年 7月 25日 (土 )ま でに、所定の参加申込書を2部作成し、本選手権大会

事務局宛に送付すること。

15 代表者会議 (1)日  時 平成10年 8月 7日 (金 )
(2)会 場 東京工業高等専門学校 会議室
(3)出席者 監督及び主将

16 開会式及び閉会式

(1)

(2)

17そ の 他 (1)服 装

① 競技時の服装は、白色または (財 )日本バドミントン協会甲種審査合格品
とする。

② 上衣の背面中央に必ずゼッケンを付けること。
ゼッケンは、縦15cm、 横30cmの大きさで自の布地に黒又は濃紺で学校名及

び氏名を日本文字で明記すること。

ただし、上衣に学校名が明記されている場合には氏名のみでよい。

開会式、閉会式に参加するときの服装は、競技時の服装 (ユニフォーム)

又は、 トレーニングウェアとする。

18 大会事務局

(2)応急処置

選手の競技中の負傷については、開催校が応急処置を施すが、その後の処置

は当該学校で行うこと。

(3)練  習
8月 7日 (金)午後 1時から午後 5時 までの間、東京工業高等専門学校体育

館で練習を行うことができる。

〒1"-8610  東京都八王子市相田町1220-2

東京工業高等専門学校 学生課 学生係

第33回全国高等専門学校体育大会

第22回全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会事務局

TEL 0426-68-5128  FAX(M26-68-5092

式

式

〈
ム
　
〈
一

開

閉

平成10年 8月 8日 (土 )八王子市民体育館

平成10年 8月 9日 (日 )競技終了後、同会場で行う。

終了予定時刻 午後 2時ごろ
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競技運営上の注意事項

1.本大会は、平成10年度 (財 )日本バ ドミントン協会競技規則並びに大会運営規定により実施い

たします。

2.選手は試合予定時刻の30分前 (各 日とも第1試合は開始予定時刻の15分前)ま でに会場に到着

しておいてください。

3.競技進行の都合上、試合時刻又は試合コートを変更することがありますので、本部の放送に注

意してください。

4.本部がオーダー用紙の提出あるいは試合開始の放送を行った後、10分経過してもこれに従わな

い場合には、原則として棄権とみなします。

5.全試合において、試合前に3分間の練習時間を設けます。ただし、コートに到着してからの時

間とします。

6.団体戦は、単・複同時に進行します。また、準決勝からは2点先取をもって打ち切りとします。

ただし、複及び単 1は必ず試合を終了させます。

7.個人戦が連続する場合は、10分間の休息時間を設けます。

8.試合中はコート外に出ないようにしてください。汗拭きタオル・ラケットなどは所定の位置の

かごの中に入れておいてください。

9.競技区域内には出場選手及び監督・マネージャー・コーチ以外は立ち入らないでください。

10.閉 会式は競技終了後直ちに行います。

11.所持品は各自の責任において管理してください。

12.会場使用上の注意事項は厳守してください。

審 判 上 の 注 意 事 項

1.審判は、平成10年度 (助 日本バ ドミントン協会競技規則並びに(財)日 本バ ドミントン協会公認審

判員規定によって運営いたします。

2.サービスジャッジは置きませんが、プレーヤー並びに代表者から要請があれば主審の判断でつ

けます。

3.フ ァイナルの場合は、5分間以内のインターバルを設けます。

4.事故等の場合、主審及び審判長の協議の上、試合の継続又は棄権等の決定をします。

5.シ ャトルの飛距離などシャトルの良否については主審が判断します。

6.汗などでコートが濡れた場合には、主審に告げてください。線審に処置させます。
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体育館使用上の注意事項

1.当体育館において、学生としてのマナーに十分心掛けてください。

2.放送に注意を払い、集合に遅れないようにしてください。

なお、ホール及び空きコートでの練習は一切禁止します。

3.貴重品、その他の所持品は各自の責任において管理してください。

4.2階 の観覧席の選手控え席は地区ごとに表示してありますので、その席を御利用ください。

5.土足禁上です。なお,松ヤニ等の床を汚す滑 り止めは使用禁上です。

6.ゴ ミ、空き缶の後始末をお願いします。ビニール袋を渡しますので、可燃物、不燃物に分けて

午後 2時までにホールの受付まで持ってきてください。

7.着替えは更衣室で行ってください。

8.会場におけるフラッシユ撮影は御遠慮ください。

9.雨天の場合、傘は会場に準備したビニール袋に入れて、各自保管してください。
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大会会場 八王子市民体育館平面図

1階平面図
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第 33 ロ 全 国 高 等 専 門 学 校 体 育 大 会

易弓22 ロ 全日本高等専門学校バ ドミントン選手権大会

タイムテーブル

ただし,Tは団体戦,MDは男子個人戦複,MSは男子個人戦単,LDは女子個人戦複,LSは女子個人

戦単を示す。
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男子個人戦複 (MD)
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男子個人戦単 (MS)
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女子個人戦複 (LD)
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`[:

4 ○

光
あさ

日召 5 ○

う
０

■し

石
や 十

原  康  宏 ○

′
４

くち

江   口 拓
一ｂ ○

に
Ｊ

しょう し

司
[`,

矢日 教庄 ○

´
り

ぐち しいう

江   口 円
′
４

【
′

,́ごさ

神 谷
０
、υ ○

8 林 司‖子 ○

女 子 選 手 名

学
　

年

団

体

個 人

複

み  さ  こ

美 紀 子早  '可
とう

膿佐 美 弥 子
”
ヽ ①

学 校 名 鈴 鹿 工 業 高 等 専 門学 校

監   督 奥 野 正 明

コ チ

マネージャー 奥 田 雅 史

選
■■
■
~ 名

学
　
年

団
　

体

個 人

複 単

はま    ぐら

,賓   口
ま
=

」子 也
ｒ
Э

,」二
{H

スイ

水
と
`,0
日

さ

紀 4 ①

女 子 選 手 名

団
　
体

個 人

複 単

伊
とっ

藤 み ゆ き 4 ①

学 校 名 石 川 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 長 岡 健

コ チ 小谷直人,北浜由紀

笠間洋平,林 康平

t =
●̀
~ 名

学

年

団
　
体

個 人

複 単

西
しっ

ホす 」ゴ
′し ヽイ

Ｒ
Ｊ

ィiヽ111

学
　

年

個 人

複 単

ひがし い (

生 占東 ①

ワ

一

さ′,

稲 ,尺 理 代 3 ① ①

学 校 名 富 山工 業 高等 専 門学 校

監    督 安 田 賢 生

コ チ 柴 山 英 志

-"i-r,r-
中  田 臣

)壁
コユ

●
~ 名

学

　
年

団

体

個 人

複 単

あ

野 史
,■

`χ

裕 ○

た め |`た け たくま

高  畑 琢 ○

つ
、υ

まる や ま ,′ ち

九 山 健
′
４̈ ○

出

みず

水 康
と

仁 2 ○

″
Э

まつ

松
ぎわ とも

知
さ

紀!畢 2 ○ ①

さわ

沢 井 1場

1.I

介 2 ①

【
′

たι.

高 田
■●
巨
'|

友 l ○

い
０ 」ゴ

う|

賀 |りt
⌒
ノヽ

-36-

■ ―

ノ0、 田

○

しょう

単

①

松 田 正 徳

① ①

学
　

年

-7?.-ir,-

女 子 選 手 名
団
　
体

②

○



近 畿 地 区

学 校 名 奈 良 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 中 田 敏 夫

コ チ 押 田 至 啓

マネ~ンヤ~ 佐 イ白 昌 彦

,2::
=ri
t‐ 名

学

年

団
　

体

個 人

複 単

久 保 霊 紀
ｒ
Э

,y,

亀
やま

山
`も矢ロ
日

立に

″,ζ
ｒ
Э

ヽ
ノ
０́

、

つ
０

や ま し
',

小す
た.,し

健山
ｒ
Э ②

′」ヽ 西
たい

泰
じ

②

ｒ
Э

や ま もと ま き あ さ

山 本 正 明
ｎ
Ｏ

´
０
布 小す

,,.

直 也
う
０

くl,

田

かす

禾日置i
lイヾ 幸

Ｑ
０

=オ

.さ

榊
ば
',

た か

原  孝  浩

学 校 名 明 石 工 業 高 等 専 門学 校

監   督 松 井 誠 吾

コ チ

マ不―ジヤー 岩 中 由 紀

女 子 選 手 名

学
　

年

団

　
体

個 人

複 単

さし

序

もと

本
●′,

尚 子
４

． ① ②

，

一

,́ら      ′」     ぇ  1,  か

槌  田  恵 理 香 ① ①
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○ ①

⌒
V

⌒
ノヽ

④ ○

○

○

○

○



中 国 地  区

学 校 名 米 子 工 業 高 等 専 門学 校

監   督 藤 田 忠 義

コ チ

マネージャー 松 本 徹 也

=
●̀
~ 名

サ
~

年

団

体

個 人

複 単

,酉 井

とよ
二塁
文

瞑
Ｊ ②

ワ

一 11 」1奇 篤 ② ①

学 校 名 徳 山工 業 高 等 専 門学 校

監   督 櫻 本 逸 男

コ チ 山 本 謙 介

マネージャー

i圭 =ri」
‐́ 名

学

年

団

体

個 人

ネ,こ 単

きた .さ ●

勇北  川 5 ①

，

一 1ト

よし

圭
あま

晃近 2 ①

学 校 名 呉 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 若 宮 正 明

コ チ 垣 内 博 文

マ不―ジャー 丸 岡 弘 晃

)±
=ニ
,‐ 名

学

年

団

体

個 人

複 単

´

リ||
.【 ●:
白
日ヨ

5 ○

不日 田
臣ス
f・1 悟 4 ○

つ
つ

i告徳 田
う
０ ○

II奇森 裕
う
、υ ○

た.,

宮 武 洋 成
つ
、υ

´
０ ′r
,4 場 勇

じ
わヽ
クヽ

う
、υ ○

′̈
ゆう

佑
さ

己i南 3 ○

8
|`,,

は し あ き

橋 りl 2 ○

学 校 名 宇 部 工 業 高 等 専 門学 校

監   督 高 橋 正 和

コ チ

マネージャー

選
―
ri
l‐

々
徊

学
　
年

団
　

体

個 人

缶

久 単

|.L

本
_ヾι、

`ロ

臣え

`t

ｒ
Э

学 校 名 大 島 商 船 高 等 専 門 学 校

監   督 古 本 啓 二

コ チ

マネージャー

女 子 選 手 名

だ■
■―

年

団
　
体

個 人

ネタi 単

重
も[

本
`.   
な   た

加 奈 恵
民
υ ①

，

一

あ や

子原  井  綾 ①
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嘔

○

岡

①



四 国 地  区

学 校 名 詫間電波工業高等専門学校

監   督 奥 山 真 吾

コ チ

-ii.-ir-

個 人学

年

団
　
体 複 単

=`=
●
~ 名

②
の
野

■
二
月

・
樹

ワ

一

す け

車南
もと き     たい

木  大

■

■

学 校 名 高 知 工 業 高 等 専 門 学 校

監   督 赤 松 重 則

コ チ =土
 + ≡゙
′予=      ′̀|'ヽ       口:llt

マ 不
~ン
ヤ
~ 島 津 秀 登

,と
コ■
,‐ 名

学
　

年

団

体

個 人

複 単

き,,

I‖ ,告

す||

介,畢

ｒ
Э ○ ① ①

０
′
一

は し

`と本
たか

」 r
橋 隆

瞑
υ

０
０

な つ |イやし

ll中  林 を二
カk

ｒ
Э

や ま

ハ4
オ`

1/、
{に1小 山

一ヽ

） ○

ｒ
Э

や ま

山奇 晴 生山

ｒ
Ｏ
横

や
=

ひろし

山 弘
Ｚ

．
l

,■

鍵 泰山
ａ

，

０
●
野

なか 【すい いら ろう

中  啓 良R
う
つ

学 校 名 新居浜工業高等専 門学校

監   督 井 正

コ チ

?i.-ir-

女 子 選 手 名

学

年 体

個 人

複 甲̈

すず
0本
フロ 木

Iザ

瑞 T= ｒ
Э ①

や ま うち さ

,少 織|コ 内
う
０ ①

-39-

② ○

○

○

○

○

○

②

①



九 州 地 区

学 校 名 北九州工業高等専 門学校

監   督 白 神   宏

コ チ

マネージャー 渡 辺 依里子

,E
コ■
■
~ 名

だ■
■~

年

団
　

体

個 人

ネ
'::

単

田 耕

十 け

山 中甫 1 ②

つ

一

(= まる だい

太イiヒ 九 l
|ヽ

しヽ
'

学 校 名 八 代 工 業 高 等 専 門学 校

監    督 久保田   智

コ チ 濱 追 裕 子

マネージャー 富 田 祐 加

i盟
コニ
¬
~ 々

イ■

学

　

年

団
　

体

個 人

複 単

■,
■
~ 木

`し
俊 秀

［
Э

② 石

tt

本 也達
４

． ○

う
０

もと

本 雄 治 朗石

つ
Ｊ l ②

上 菫L
かす

和
つ
０ ○ ①

に
Ｊ

や ま

尾
し

史1山 F■

Ｑ
υ ○

´
０

賀
たけし

■―
巾 岳

Ｏ
Ｊ ○

７
，

よぇ やす

泰
ゆき

幸l刊 田 ○

い
０
緒

がた

方
たく

拓 哉 ○

学 校 名 熊本電波工業高等専門学校

監   督 古 江 研 也

コ チ 石 原 秀 樹

-7i.-it'- 大 森 淳 史

,藍
=`
す

‐ 名
学

年

団

　

体

個 人

複 単

ひがし

康 司11〔

一
Э ○

つ
４

また だ

田 倦1川

一
Э ○

う
０ =ら

ヤ ま |よる

丸 山 康 晴
五

‘ ○

裕
じ

津 下
′
電 ○

なが 1== よ し ゆさ

之士: ,賓 佳 ○

ハ

）

さとし

仲 地 矢日
曰

∩
０ ○

とお ヤ
=

遠   山 た●

メ|
９
乙 ○

０
０

よつ

松 岡
4二
″、

き

之
つ

一 ○

学 校 名 都 城 工 業 高 等 専 門学 校

監   督 藤 永   イ申
コ チ 松 山 哲 男

-"i-rr-

女 子 選 手 名
学

年

団
　
体

個 人

複 単

堀
うち

内
とも

矢ロ
日

当生

テ
=

4 ① ①

臼 井
ま

真 4 ①

学 校 名 鹿児島工業高等専門学校

監   督 小 暮 晴 美

コ チ

マネージャー

女 子 選 手 名

学
　
年

団

体

個 人

複 単

ひがし く    み    こ

久 美 子嗜こ

-40-

○

○

①

つ

一

毅

ィ
４

,生
,こ

う
、υ



大会 会場 1   位 2   位 位

籍

回

旭

川

団 体 宮   城 長    岡 佐 世 保 釧   路

個 人
(複 )

山 本 オロ 徳
平 間 次 男

(宮 城 )

し俊
レ

~林

 為  ,.
′]ヽ     i[|)
危
(旭 ′,.

阿 部 順 一
吉 井 正 浩

(苫小牧 )

個 人
(単 )

小 林 俊 仁
(旭 川)

池   為 弘
(旭 川)

本 間 道 英
(長 岡)

第

回

官

城

団 体 宮   城 旭   川 佐 世 保 長    岡

個 人
(複 )

昆 野 良 久
大 田 博 道
(宮 城 )

小 野   裕
松 浦   勇
(官 城 )

′j、

谷 茂
井(福

|コ 馨
貝1

)

玉 村
小竹原
(福

嘉 男
勝 浩
井 )

昆 野 良 次

(官 城)´
｀ 金 山 尚 幸

(高 松 ) 井

小 山
福( )

小 野   裕
(宮 城 )

第

回

福

井

団 体 宮   城 長    岡 福    井 旭   川

個 人
(複 )

土 田
土 田
(富

実
外志夫
山)

,FI堀活
幣
)

永
(蓑 |__

小 野
松 浦
(官 城)

裕
勇

大須賀

竹 内
(宮

弘 行
実

城 )

個 人
(単 )

大須賀 弘
(宮 城 )

行 山 本 憲 幸

(旭 川 )
金 山 尚 幸
(高 松)

大久保
(舞

ひとし

鶴 )

第

四

回

米

子

団 体 長    岡 米   子 新 居 浜 鶴    岡

個 人
(複 )

中 本 泰 司
山 本 明 良
(米 子 )

山 田
大須賀
(宮

和 彦
弘 行
城 )

田 沢 寿 一

館 山 健 逸

(人 戸 )

涌 井 正 樹

神 田   実
(長 岡 )

個 人
(単 )

中 本 泰 司

(米 子)
日 野   豊
(新居浜)

砂 野 修 治
(新居浜)

小竹原

(福

勝 治
井 )

第

五

回

新

居

浜

団 体 長    岡 米   子 宮    城

個 人
(複 )

神 田   実
涌 井 正 樹
(長 岡)

日 野   豊
砂 野 修 治
(新居浜 )

田 沢
館 山
(人

寿 一
健 逸
戸 )

大須賀
工 藤
(宮

弘 行
洋 之
城)

個 人
(単 )

涌 井 正 樹

(長 岡)
日 野   豊
(新居浜 )

中 本 泰 司
(米 子 )

林   浩一郎
(長 岡)

第

回

」ヒ

九

州

団 体 新 居 浜 米   子 宮   城 石   川|

個 人
(複 )

自 石 健 司
堀 内 敬 一

(新居浜 )

中 野 浩 之

酒 井 充 英

(石 川 )

・ ―自5浩―
■笛

(箕 高)
小 野 隆 則
小 島   克
(北九州)

個 人
(単 )

林   浩一郎
(長 岡)

中 本 泰 司
(米 子 )

山 本 明 良
(米 子)

蜂 谷   順
(茨 城 )

第

七

回

奈

良

団 体 石    川 米    子 高   知 福   島

個 人
(複 )

充 英
章 一
川 )

酒 井
中 松
(石

康
 昭

南
沢
撃
)

平
(措 フ・

伊 藤   浩
岡 ホす 孝 生
(長  岡)

広 原
小 室
(茨

洋 司
勤 三
城 )

個 人
(単 )

小 田
(高

高 博
知)

南   康
(福 井)

吉 見   正
(茨 城)

山 根 直 村
(津 山)

第

八

回

東

界

団 体 福   島 新 居 浜 長    岡 富   山

個 人
(複 )

広 原 洋 司
小 室 勤 三

(茨 城)

坂 井 政 彦
前 田 栄 造
(富 山)

′
lヽ

」ヒ

田 高 博
村   竜
高 知)(

鶴 田 浩 康
秋 山   享
(新居浜)

個 人
(単 )

高 博
知)

小 田
(高

山 根 直 樹
(津 山)

小 谷 清 史
(米 子)

中 西 英 夫
(東 京)

第

九

回

苫

′」ヽ

牧

団 体 福   島 新 居 浜 東
'ス

個 人
(複 )

大 場 岳 史
田 口 義 紀
(仙台電波)

大 田
阿 部
(鶴 岡)

,毎

,告

城 戸 吉 己
秋 山   亨
(新居浜)

中 西 英 夫
福 田 正 宏
(東 京)

個 人
(単 )

沢 勝 敏
(福 島)

飯 塚 俊 三

(福 島)
謙
島)

酒 井
(オロ

秋 山   亨
(新居浜)

-41-

種  目

個 人
(単 )

新 居 浜

旭    川

栄 光 の 記 録



大会 会場 種  目 1 位 つ イ:` 位

第

十

回

団 体 福    島 新 居 浜 佐 世 保 旭    川

個 人
(複 )

酒 井 謙 一

黒 沢 勝 敏
(福 島)

飯 塚 俊 三
薄 棄   淳
(福  島)

中 西 英 夫
福 田 正 宏
(東 京)

田 中 博 幸
山 口   誠
(佐世保 )

個 人
(単 )

黒 沢 勝 敏
(福  島)

飯 塚 俊 三

(福  島 )
夭‖  :,ぅ井

(看世保)
渡 邊 清 隆
(佐世保 )

第

十

回

鈴

鹿

団 体 佐 世 保 茨   城 1幸    山 都 立 工

個 人
(複 )

井 手 下」 秀
渡 邊 清 隆
(佐世保 )

西 田 光 宏
谷 本 直 文
(高 知 )

金 浦 新 吾
横 井 善 充
(新居浜)

薄 葉
福 田
(福

淳
健太郎

島 )

個 人
(単 )

手
佐

井 利 秀
( )世保

渡 透 清 隆
(佐世保)

薄 葉 ヤ早

(福 島)
堀 部 豊 美
(苫小牧)

第

十

回

津

山

団 体 佐 世 保 熊 本 電 波 都 立 工 福   島

個 人
(複 )

六 嘉 孝 信
郷   健太郎
(熊本電波 )

」41‐
 lル菌

 _
堀警澤

)‐

元
(都立上

辻

木
勉
聡下

(佐世保 )

西 村   雄
渡 邊 清 隆
(佐世保 )

個 人
(単 )

渡 邊 清 隆
(佐世保 )

元 吉 光
(都立工 )

細 川1 智 之
(奈 良)

田 中 真 二

(宇 部)

第
―ト

回

新

居

浜

団 体 佐 世 保 熊 本 電 波 福   島 富    山

個 人
(複 )

渡 邊 清 隆
濱 野 達 矢

(佐世保 )

野 原
作 内
(富

嘉 親
宗 明
山)

林   利 和
樋 口 三 明
(新居浜)

若 林 政
楢 原 健
(神戸市立)

個 人
(単 )

渡 邊 清 隆
(佐世保 )

久 保 正 高
(高  知)

本 木   実
(熊本電波)

斎

田 )(

曝

秋

第

|‐

四

回

育ヒ

本

団 体 熊 本 電 波 東   京 福    島 新 居 浜

男

　

子

個 人
(複 )

中 島 信 頼
坂 巻 五 郎
(東 京)

上 野 敏 弘
本 木   実
(熊本電波 )

高 畑 憲 明
持 本 治 幸
(呉 )

岡1
41

高 畠
蔵 本
(石

茂
川)

個 人
(単 )

中 島 信 頼
(東 京)

本 木   実
(熊本電波)

間 中
(旭

史 八
川)

高 畑 憲 明
(呉 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

小 野 祐 里
三 原 久 美
(新居浜)

安 藤 里 美
新 宅 博 子
(奈 良)

松 原
斉 藤
(旭

ゆかり

早智子
川)

オ|
川
律 子
由 紀
関)

中

及

(

個 人
(単 )

松 原
(旭

ゆかり
川 )

上 野 真 奈
(高 知 )

酒 本 亜希子
(津 山)

安 藤 里 美
(奈 良)

第

十

五

回

神

サ 1

団 体 福    島 石   サ‖ 旭   川 宇    部

男

　

　

子

個 人
(複 )

井 上 晃 志
井 上 大 輔
(新居浜 )

田 尻 真
紫 垣 竜
(熊本電波 )

小 西
松 尾
(石

貴 生
富 雄
川 )

松 尾 勝 司
鎌 田   聡
(苫ノlヽ牧)

個 人
(単 )

中 村 一 義
(福 島)

蔵 本 茂 雄
(石 川)

田 尻 真
(熊本電波)

安 ,｀ まlt
(奈  良)

女

　

　

子

個 人
(複 )

安 藤 里 美
新 宅 博 子
(奈 良)

書
野 量

~(曇
居I)

石 橋 友 加

平 田 宏 美
(有 明)

卓智子
ゆかり

川)

斉 藤
松 原
(旭

個 人
(単 )

安 藤 里 美
(奈 良)

松 原
(旭

ゆかり
川)

上 野 真 奈
(高 知)

平 尾 な み
(高 知)

第

‐ト

回

)笑

城

Fl 体 字   部 苫 イヽ 牧 福   島 新 居 浜

男

　

　

子

個 人
(複 )

立 石 健 一

城 戸 幸 信
(有 明)

本 田 秀 一
松 原   輝
(長 岡)

小 笹
渡 辺
(福

優
秀 樹
自ヽ
Fラツ

井 上 大 輔
宮 本 誠 司
(新居浜 )

個 人
(単 )

安 謄 投

(奈 良)
塩 見 浩 二

(新居浜)
松 岡 利 幸
(宇 部)

ルデイ・ハンジャヤ
(鈴 鹿 )

女
　
　
子

個 人
(複 )

城
(奈

真由美
久美子

良 )

泉

築

二 次 真 美
紫 垣 智 美
(熊本電波 )

平 田 宏 美
宮 本 理 恵
(有 明)

三 條 公美子
高 橋 千 春
(苫小牧 )

個 人
(単 )

平 田 宏 美
(有 明)

紫 垣 智 美
(熊本電波)

松 原
(旭

ゆかり

川)
谷 智 美
(呉 )
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大会 会場 種  目 1   位 2    f立 位

第

十

七

回

米

,~

団 体 宇   部 有   明 長    岡 奈   良

男

　

　

子

個 人
(複 )

安 藤   毅
岸 谷 征 典
(奈 良)

松 尾 勝 司
鎌 田   聡
(苫小牧 )

立 石 健 一

城 戸 幸 信
(有 明)

松 原
高 橋
(長 岡)

個 人
(単 ) (奈 良)

安 1ト :lt 章

(長 岡 )
橋 安 田 春 二

(高 松)
牧 嶋 隆 光
(有 明 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

泉
築 城
(奈

真由美
久美子
良)

高

「
iヱ
橋 ヤ
丁 台  

十  
‐

(言ノ1ヽ liFi暑
:

岩 佐
稲  田
(米

美 佳
真由子
子)

福 島
渡 辺
(石

千 夏
真由子
川)

個 人
(単 )

泉 真由美
(奈 良)

松 原
(旭

ゆかり
川)

青 山
(秋

美由紀
田)

稲 田
(米

真由子
子)

第

十

八

回

ノヽ

P

団 体 苫 小 牧 有   明 福   島

男

　

　

子

個 人
(複 )

福 家 信 洋
山 口 真 治
(奈 良)

聡

行

鎌 田
井 ロ ー
(苫小牧 )

板 橋 淳 一

古 橋   健
(仙台電波)

磯 部
堺
(富

貴 弘
博 明
山)

個 人
(単 )

エデイ・スウェイト

(久留米 )
橋

長

[旱

岡( )

~ 
人鈴

(稽 量)
福 家 信 洋
(奈 良)

女
　
　
↓十

個 人
(複 )

平 田 宏 美
永 松 瑞 穂
(有 明)

松 原
楠 野
(旭

ゆかり

由 佳
川)

伊 藤
大久保
(官

寿 子
範 子
城)

城

(奈

真由美
久美子
良)

泉

築

個 人
(単 )

紫 垣 智 美
(熊本電波)

永 松 瑞 穂
(有 明)

泉   真由美
(奈 良)

鴨 州1 奈 緒
(東 京)

第

十

九

回

舞

11

団 体 奈   良 函   館 」ヒ  九  州 豊

男
　
　
子

個 人
(複 )

浅 野 慎
古 橋
(仙台電波)

五 : 江 本 智 彦
小 池 幸 裕
(官 城 )

前 田 孝 彦
園 田 高 士
(八 代 )

下 田 託 郎
小 川1   修
(苫小牧)

個 人
(単 )

古 橋   健
(仙台電波)

本 山 宏 土
(呉 )

福 家 信 洋
(奈 良)

ネ

`

(長 岡 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

平 田 宏 美
永 松 瑞 穂
(有 明)

稲  田
佐 藤
(米

真由子
久 美
子 )
檀船讐

7

(新居震)
子
子

伊 藤 寿
大久保 範
(宮 城 )

個 人
(単 )

紫 垣 智 美

(熊本電波 )

水 松 瑞 穂
(有 明)

稲 田
(米

真由子
子)

鴨 川1 奈 緒
(東 京)

第

十

回

大

分

団 体 八    代 字   部 旭   サ|| 佐 世 保

男
　
　
一十

個 人
(複 )

江 本 智 彦
小 池 幸 裕
(宮 城 )

福 家 信 洋
山 口 真 治
(奈 良)

宮 崎 宏 志
川 田 恵 寛
(宇 部)

渡 遷 泰 彦
高 橋 正 亘
(函 館 )

個 人
(単 )

甲 斐 義 樹
(北九州 )

宮 崎 宏 志
(宇 部)

伊 藤 聖 幸
(秋 田)

小 池
(宮

幸 裕
城 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

森 崎 優 子
富 田 祐 加
(八 代 )

渡 辺
稲 沢
(石

真由千
理 代
川)

鴨 川
川 畑
(東

奈 緒
千 尋
京)

暮‐

 ■
~橋
話日香暑

]喜′j、穫)
個 人
(単 )

紫 垣 智 美
(熊本電波 )

楠 野
(旭

由 佳
川)

稲 沢 理 代
(石 川)

堀 内 智 美
(都 城)

第

十

回

岐

阜

団 体 八   代 仙 台 電 波 苫 小 牧 豊

男

　

　

子

個 人
(複 )

澤 田
横 山
(高

浩 介
弘

知)

斯 波 順 一
斉 藤 大賀哉
(東京都立)

板 橋 明 智
吉 開 亮 介
(有 明)

安 藤 俊 雄
鹿 屋 啓 一

(詫間電波 )

個 人
(単 )

堺 ■1, 明

(富 山)
今 村 悦 朗
(新居浜)

大 江 祐 介
(岐 阜)

仲 山 久 也

(苫小牧 )

女

　

　

子

個 人
(複 )

鳴 川
川 畑
(東

奈 緒
千 尋
京)

富 田 祐 加
森 崎 優 子

(人 代 )

渡 辺
稲 沢
(石

真由子
理 代
川)

中 野 裕貴枝
田 中 香 織
(新居浜)

個 人
(単 )

鴨 川1 奈 緒
(東 京)

山 内 i少 織
(新居浜)

堀 内 智 美
(都 城)

楠 野 由 佳
(旭 川)
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競技成績記録用紙
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=個人戦=

選  手  名 ス   コ   ア 選  手  名

(

「

)|

L

¬

」
( )

r―

)|

L

¬

|(

」
( )

r―

)|

L ]

( ( )

「
|

|

|

|

L ]

( )

「

)|

L ]

(

( )

¬

|(

」
)

( ) ( )

( )

]

/
ヽ )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

( ) ( )

-45-

Nt

「
  _  ¬
|           |

|  ~  |
|           |
L   ~   」

「
  _  ¬
|           |

|  ~  |
|           |
L   ~   」

「
  _  ¬
|           |

|  ~  |
|           |
L   ~   」

「
  _  ¬
|           |

|  ~  |
|           |
L   ~   」

「
  _  ¬
|           |

|  ~  |
|           |
L   ~   」

「
  _  ¬
|           |

|  ~  |

|           |
L   ~   」



競 技 会 場 案 内 図

(八王子市民体育館 )

至八王子 IC
至日野161 11  1

号L_」 L___|
至高尾 20

「

~~~~~

|_京王八王子駅
西八王子駅

1第二商

2_」
16

至立川

JR八王子駅
○

市民フール

「

¬

「

~
市営テニスコー ト 市民会館

陸上競技場
市民球場

市民体育館

N

山田駅 一只 王 線

至高尾 至北野

至小比企

中 央 線

【交通手段】

O JR八 王子駅北□よリバス 13分

〈4番 7番のりば〉富士森公園経由

0法政大学行

0西八王子駅南□行

。東京家政学院行

●グリーンヒル寺田行

●上大船行

② JR西 八王子駅南□よリバス 5分
●京王八王子駅行

0 京王線山田駅より徒歩 13分

※バス御利用の方は、いずれも市民

体育館で下車してください。
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協  賛

東京工業高等専門学校同窓会

三菱電機ビルテクノサービス株式会社

綜 合 警 備 保 障 株 式 会 社

旭 化 成 工 業 株 式 会 社 株 式 会 社 関 電 工

クリエートシステム開発株式会社 新 東 電 算 株 式 会 社

大 信 工 業 株 式 会 社 大日本インキ化学工業株式会社

中 外 製 薬 株 式 会 社

東芝エレベータテクノス株式会社 東芝メディカル東京サービス株式会社

ハイウェイ・トールシステム株式会社 株 式 会 社 ヒ ノ デ ン

フ ジ タ 製 薬 株 式 会 社

三 菱 重 工 業 株 式 会 社 ユ ー キ ャ ン 株 式 会 社

雪 印 乳 業 株 式 会 社 (五十音順 )

-47-

株式会社デイ・エス・テック東京

ポ ー ラ イ ト株 式 会 社
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